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の

貧
困
や

犯
罪
と
い

う
イ
メ

ー

ジ

と

連
動
さ
せ
た

解

釈
が

中
心
で

あ
っ

た
。

他
方、

ナ
シ
ョ

ナ

ル

な

言
説
で

は
、

メ

キ

シ
コ

文
化
や

ア

ス

テ

カ

文

化、

具
体
的
に

は
近

年
、

世
界
無
形
文

化
遺
産
と
し
て

ユ

ネ
ス

コ

に

登

録

さ
れ
た

「

死
者
の

日
」

や
、

ア

ス

テ

カ

文
明
の

「

死
の

神
」

と

の

関
係
を

示
唆．
す
る

主
張
が

確
認
で

き
た

。

カ

ト
リ
ッ

ク

と
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

ロ

ー

カ

ル

な
主
張
に

お
い

て

そ
れ
ら
の

関
係
が
否

定
さ
れ
て

い

た
の

に

対

し、

ナ
シ

ョ

ナ
ル

な

言
説
に

お
い

て

は

肯
定
的
に、

グ
ロ

ー

バ

ル

な
言

説

で

は
、

結
び
つ

き
に

関
す
る

主
張
に

多
様
性
が
存
在
し
て

い

た
。

信
仰

年

数
に

関
し
て

は

長
い

信
者
ほ

ど
よ

り
ロ

ー
カ

ル

な
主
張
と
結
び

つ

い

て

い

た
。

今
後
は

そ
れ
ら
の

言

説
が
生
じ
る

背
景
を
さ
ら
に

精
査
し
て

い

き
た

い
。

日

本
仏
教
の

ア

メ

リ
カ

化
の

諸
相

　
　
　

加
州
の

浄
土

真
宗
と
禅
宗
を

比
較
し
て

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

釋
氏

　
真
澄

　

日

本
仏
教
の

北
米
伝
道
の

現
場
で

は
、

「

ア

メ

リ

カ

化
（
ア

メ

リ
カ

人

に

定
着
す
る
こ

と
）

」

と
い

う
課
題
に

直
面
し
て

お

り、

そ
れ
は

発
表
者

自
身
が
カ

ナ
ダ

開
教
使
と
し

て

経
験
を
し
た

こ

と
で

も
あ
る

。

浄
土
真
宗

本
願
寺
派
（
以
下

、

真
宗）

北
米
開
教
区
の

創
設
は
、

一

八
九
九
年
サ
ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

で

の

日

系
移
民
向
け
の

寺
院
創
設
に

遡
る

。

真
宗
の

特
徴

は
、

日

本

文
化
と
の

強
い

結
び
つ

き
と
、

家
族
で

参
加
で

き
る

寺
院
形
態

で

あ
る

。

曹
洞

宗
の

ア

メ

リ
カ

伝
道
も
ま
た

日
系
移
民
に
応
じ
る
形
で
、

一

九
二

二

年
ロ

サ
ン

ゼ

ル

ス

で

の

創
設
に

遡
る

。

曹
洞
宗
の

ア

メ

リ
カ

伝

道
に

は
二

つ

の

流
れ
が

あ
る

。

一

つ

は

開
教
当
初
か
ら
の

“

日

系
寺
院
”

で

あ
り、

も

う
一

つ

は

欧

州
系
仏
教
徒
を
中
心
と

し
た

．

禅
セ

ン

タ
ー

”

で

あ
る

。

一

九
五

〇
年
代
の

禅
ブ
ー

ム

を

経
て

、

六
Q
年
代
に

は

口

本
人

指
導

者
が

禅
セ

ン

タ
ー

を
設
立
し
、

全

米
に

広
ま
っ

た
。

本
稿
で

は
、

ア

メ

リ

カ

合

衆
国
カ

リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

州
の

真
宗
と

曹
洞
宗
に

お

け
る

、

ア

メ

リ

カ

化
の

諸
相
（
教
学
・

行
・

儀

礼
・

伝
道
方
法
・

僧
侶

育
成
）

に

関
す

る

ア

ン

ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ

た
結

果
を

提
示
・

考
察
す
る

。

調
査

対
象
は

国
際

伝
道
に

携
わ

る
真
宗
僧

侶
四

名
（
日
本
人
一

名
・

日

系
三

世
米
人
二

名
・

欧
州
系
米
人
一

名）
、

曹
洞
宗
僧
侶
三

名
（
日
本
人
二

名
・

欧
州

系

米
人
一

名）

を
無
作
為
に

人
選
し

、

い

く
つ

か
の

テ

ー

マ

に

よ

り
自
由

回

答
を

求
め
た

。

以
下
に
回
答
を
ま
と
め
る

。

・

教

学
の

ア

メ

リ

カ

化

　【
真
宗】

キ

リ
ス

ト

教
と
の

差
別

化
の

結
果、

禅
や

通
仏
教
か
ら
非
二

元
論
的
な

表
現
を

使
用
し

、

浄
土
教
的

表
現
か
ら

の

乖

離
が
あ
る

。

ま
た

教
学

解
説
の

英
訳
不
足
と

真
宗
用
語
の

英
訳
の

難

し
さ
と

い

う
問
題
も

挙
げ
ら
れ

た
。

【
曹
洞
宗
】

ア

メ

リ
カ

化
さ
れ

た

教

学
が、

本
来
の

曹
洞
宗
の

「

言
葉
か

ら

離
れ
る
」

と
い

う
あ
り

方
と
ズ

レ

を
生
じ
る

問
題
が
あ
る

。

・

行
の

ア

メ

リ
カ

化
　【
真
宗】

行

為
の

重
要
性
が

問
わ

れ
る

ア

メ

リ
カ

で
、

真
宗
で

は

自
己
の

行
為
は
さ
と
り
に

は

役
に

立
た
ず、

た

だ

阿
弥

陀

仏
に

ゆ

だ
ね
る
こ

と

で

救
わ

れ
る

と

説
く
の

で、

馴
染
ま
な
い

部
分
が
あ

る
。

「

坐

禅」

を

取
り
入
れ

人
を

集
め

よ

う
と

い

う
動
き
が

あ
る
。

【
曹
洞

宗】

ア

メ

リ
カ

で

坐
禅
が
急
速
に

普
及
し
て

い

く
中、

行
の

目
的
が
悟
り

で

は
な
く

身
心
の

健
康
維
持
や

ス

ト

レ

ス

へ

の

対
処
と

い

う
目
的
が
見
ら

れ
る

。

・

儀
礼
の

ア

メ

リ
カ

化

　【
真
宗
】

簡
略
化
と

英
語
化
が

進
ん

で

い

る

が
、

儀
礼
の

意
味
解
説
を
行
い
、

ア

メ

リ

カ

独
自
の

儀
礼
を
構
築
す
べ

き
で

あ

る
。

【

曹
洞

宗】

簡
略
化
と

英
語
化
が

進
ん

で

い

る
。

僧
侶
が
儀

礼
本
来
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の

意
義
を

探
求
し

、

ア

メ

リ

カ

に

合
っ

た

在
家
も

参
加
で

き
る

儀
礼
を
創

造

す
べ

き
で

あ
る

。

・

伝
道
方
法
の

ア

メ

リ
カ

化
　【
真

宗
】

デ
ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

式
の

伝
道

が

求
め
ら
れ
て

い

る
。

ま
た

ウ
ェ

ブ

サ
イ
ト
や

勉
強
会
を

持
つ

こ

と

は

必

要

不
可
欠
で

あ
る

。

【
曹
洞
宗
】

ア

メ

リ
カ

人
は
平
等
性
を
求
め

る

反
面、

カ

リ

ス

マ

性
の

あ
る

強
い

指
導
力
を
持
っ

た

老
師
を
求
め
て

い

る
。

在
家

者
へ

の

坐

禅
を
通
し
た
伝

道
を
中
心
と
し

、

説
明
を

多
く
し
て

い

か
ね
ば

な
ら
な
い

。

・

僧
侶
育
成
の

ア

メ

リ
カ

化
　【
真
宗
】

将
来

英
語
だ

け
で

、

日
本
で

修

学

す
る
こ

と
と
同

等
の

も
の

が
獲
ら
れ
る

よ

う
に
、

指
導
者
の

育
成
と

教

学

書
の

翻
訳
が

望
ま

れ
て

い

る
。

【
曹
洞
宗】

大
勢
の

ア

メ

リ

カ

人
僧
侶

を
抱
え
て

お
り、

日

本
の

組
織
と

の

制

度
の

整
合

性
の

構

築
が

大
き
な
課

題
で

あ
る

。

　

今
回
の

ア

ン

ケ
ー
ト
対

象
者
は

七
名
と
少

数
で

あ
っ

た
が、

こ

れ
ら
の

資
料
で
一

応
の

傾
向
を
考

察
し
た

。

今
後
資
料
収

集
と

現
地
僧

侶
へ

の

さ

ら
な
る

イ

ン

タ
ビ

ュ

ー

と
ア

ン

ケ
ー

ト
を

実
施
し
、

多
種
多
様
な
角
度
か

ら
の

調
査
を
進
め
る
予
定
で

あ
る

。

今
回
は

真
宗
と

曹
洞

宗
が

、

ア

メ

リ

カ

で

直
面
し
て

い

る
課
題
を
示
し
た
が、

真
宗
で

最
も
注
目
す
べ

き
は

教

学
の

非
二

元
化
と

「

坐
禅
」

を
取
り
入
れ
る
か

否
か

と

い

う
課
題
で
、

曹

洞
宗
で

は

欧
州
系
中
心
の

「

禅
セ

ン

タ
ー

＆

非
登
録
団
体
」

と
日

本
の

曹

洞
宗
の

関
係
を
課
題
と

考

察
す
る

。

共

通
の

課
題
は
、

無
我
を

説
く
仏
教

を、

我
を

尊
重
す
る
ア

メ

リ

カ

で
、

そ
の

本
質
を
伝
え
ら
れ
る

か
と

い

う

挑
戦
で

あ
る．、

ま
た

い

ず
れ
は
日
本
と
ア

メ

リ

カ
間

で
、

本
山
・

制
度
と

い

う
も
の

は

別
れ
て
い

く
か
も
し
れ
な
い

が
、

教

学
に

関
し
て

は
対
話
を

続
け
る

べ

き
で

あ
る
と

考
え
る

。

第
七
部
会

宗
教
的
観
点
か

ら

の

森
林
の
思
想
と

価
値

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

神
守
　
昇
一

　
二
一

世

紀
は

環
境
問
題
解
決
の

た
め
に

世
界
中
で

対
策
が

考
え
ら
れ
て

い

る
。

日

本
の

統
計
局
の

調
査
結
果
で

は
、

先
進

国
と

呼
ば
れ

る

国
々

で

は
人
工

林
が

多
く、

逆
に

発
展
途
上
国
と

呼
ば
れ

る

国
々

で

は

自
然
林
が

多
い

傾
向
で

あ
る

が
、

そ
の

中
で

も
日

本
は
人
工

林、

自
然
林
の

陸
地
に

対
す
る

面
積
の

割
A
口

が
共
に
高
い

と

い

う
世
界
で

も

珍
し

い

国
で

あ
る

。

こ

れ
は

、

気
候

、

風
土
が
植
物
の

生

育
に

適
し
て

い

る

と
い

う
点
以

外
に

も
日

本
の

文
化

、

思
想
が
大
き
な

影
響
を

与
え
て

い

る

た
め

で

あ
る

と

考

え
ら
れ

る
。

そ

の

た
め
に

自
然
を

畏
敬

す
る

と
い

う
考
え
を

持
つ

日

本
固

有
の

神
道
に

世
界
的
な
注
目
が
集
ま
っ

て

い

る
。

日
本
人
は

山

川
草
木
な

ど

様
々

な

も
の

に

神
の

存
在
を
見
出
し
て

き
た

。

そ
の

考
え
は

若
林
強
齋

の

『

神
道

大
意
』

な
ど
に

お
い

て

見
出

す
こ

と
が

で

き
る
。

　

普
段
多
く
の

神
は

山

や

森
林
に

鎮
座

さ
れ

て

い

る

と

考
え
ら
れ

て

い

る
。

例
え
ば

『

古
事
記」
、

『

日

本

書
紀
』

に

は
、

大
国
主

神
と
と
も
に

国

作
り
を

行
っ

て

い

た
少

彦
名

神
が

常
世
の

国
へ

去
っ

た

時
に

、

大
国
主

神

が
「

私
ひ

と

り
が

ど

う
や
っ

て

う
ま

く
こ

の

国
を

作
る

こ

と

が

で

き
よ

う

か
。

ど
の

神
が

私
と
一

緒
に

よ
く
こ

の

国
を

作
る

こ

と
が

で

き
よ

う
か

。

ど
の

神
が

私
と
一

緒
に

よ

く
こ

の

国
を

作
る

だ
ろ

う
か
」

と

言
う
と

、

海

の

向
こ

う
か

ら

光
輝
い

て

や
っ

て

く
る

神
が

現
れ

た
。

そ
の

神
は

大
国
主

神
の

和
魂
で

あ
り

、

大
和
国
の

東
の

山
の

上
に

祀
れ
ば

国
作
り
に
協
力
す

る

と

言
っ

た
た

め

に
、

御
諸
山
に

鎮
座

さ
れ

た
と
い

う
記
述
が

あ
る

。
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